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　９月定例会では、令和６年度一般会計・特別会計の歳入歳出決
算、公営企業会計決算認定について、議長を除く議員８名で構成さ
れた決算特別委員会（小野寺光男委員長）において９月16・17日の
２日間にわたり審査を行いました。
　審査の結果、いずれも認定すべきものとして、９月19日の定例会
本会議で報告しました。

令
和
６
年
度
の
決
算
状
況

各 会 計
決　算　額 収入未済額

（税金の滞納など）歳入（収入） 歳出（支出）
一 般 会 計 70億   830万円 63億 2,746万円 4,306万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ５億 1,068万円 ４億 9,981万円 465万円
後 期 高 齢 者 医 療 5,351万円 5,324万円 ２万円
国 民 宿 舎 事 業 4,936万円 4,896万円 0円

合　　計 76億 2,185万円 69億 2,947万円 4,773万円

公営企業会計
決　算　額

未収金
収益的収入 収益的支出

簡 易 水 道 事 業 １億 5,414万円 １億 4,421万円 852万円
下 水 道 事 業 ２億 8,465万円 ２億 6,803万円 652万円

決算特別委員会の審査内容の一部から～一般会計～

小野寺光男 委員長

※金額は端数処理しています

問　「旧横合小学校跡地測量調​
　　査等業務委託料」の内容と​
　　現状は。
答答　旧横合小学校の用地を有効​
​　　活用するため、令和６年度​
　　は土地の筆界確認等を実施​
　　した。活用方法として、住​
　　宅建築の提案やキャンプ場​
　　など、いろんな意見があり​
　　全庁的に検討していきたい。

問　「地域活性化アイディア実現補助金」の詳細は。

答答　令和６年度に創設した事業で、４団体に交付した。
主な内容は以下のとおり。
・愛知県の音楽グループによる村内福祉事業所や飲食店での演奏
　活動
・首都圏の大学生の村内での各種活動（野田まつり、野田中学校
　での英語授業など）
・野田はまなす会と準村民制度登録者（心はいつものだ村民）の
　交流会
・作曲家と野田中学校吹奏楽部の交流によるオリジナル楽曲制作
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繰越金　2億2,635万円（3.2%）
前年度から繰り越されたお金

村税　3億6,465万円（5.2%） 
村民税や固定資産税、たばこ税など

その他　1億7,979万円（2.6%）
村の施設の使用料や寄付金など

自主財源
 20％

依存財源 80％

繰入金　6億6,296万円（9.5%）
基金（貯金）等を取り崩したお金

その他交付金
1億8,048万円（2.5%）
地方消費税交付金など

村債
16億3,739万円（23.4%）
金融機関からの借入金

国・県支出金
17億2,683万円（24.6%）
使い道が決められたお金

地方交付税　20億2,985万円（29.0%）
村の収入だけでまかないきれない分に対する
国から補てんされたお金

一般会計
歳出 総額

63億2,746万円

一般会計
歳入 総額
70億830万円

議会費
4,832万円（0.8%）
村議会の運営費

公債費
3億1,242万円（4.9%）
借金の返済

教育費
19億4,125万円（30.7%）
小中学校や生涯学習の経費

消防費
1億9,102万円（3.0%）
消防や火災予防の経費
土木費
5億3,078万円（8.4%）
道路や河川等の維持改良費

農林水産業費
11億5,278万円（18.2%）
農林業、畜産業、水産業の振興に係る経費

総務費
8億3,334万円（13.2%）
防災や財産管理の経費

衛生費
2億4,287万円（3.8%） 
予防接種やごみ処理の経費

民生費
9億4,452万円（14.9％）
社会保障の経費

　

９
月
10
日
の
本
会
議
で
代

表
監
査
委
員
か
ら
、
令
和
６

年
度
各
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
各
会
計
決
算

書
等
は
、
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
計
数
は
証
拠
書
類
と
合
致

し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
会
計
の

予
算
執
行
及
び
関
連
す
る
事

務
処
理
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

中
村
　
司

代
表
監
査
委
員

小
野
寺
　
豊

監
査
委
員

その他
1億3,017万円（2.1%）商工費、災害復旧費、労働費

歳
入

歳
出

【用語解説】
○自主財源…村民税や村の施
設の利用料など、村が自主的
に収入することができるお金
のこと。
○依存財源…国や県からもら
う国・県支出金や交付金、村
債などのこと。
○地方交付税…全国どこに住
んでいても、一定水準のサー
ビスを受けられるよう国から
配分されるお金のこと。
○村債…村の借入金をいい、
収入の一種であるが、将来償
還しなければならないお金の
こと。

監査委員報告
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●●●　請願　●●● ９月定例会で請願２件を審議しました。

受理番号 請願第６号 請願第７号

件 名
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・教育予算の
拡充をはかるための 2026 年度政府予算に係る意見
書の提出を求める請願について

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求め
る意見書採択の請願について

請 願 者 岩手県教職員組合県北支部
支部長　小関　高博

岩手県教職員組合県北支部
支部長　小関　高博

紹介議員 山田 陽子、丹野 和子 山田 陽子、丹野 和子

付 託 先 総務教民常任委員会

審査結果 採 択　➡　国へ意見書提出

７
月
臨
時
会

　

第
９
回
野
田
村
議
会
臨
時
会
が

７
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
議
案
２
件
に
つ

い
て
審
議
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
お
も
な
事
業

▼
交
通
指
導
員
制
服
購
入
費

　
　

交
通
指
導
員
１
名
分
の
制
服​

　

一
式
の
購
入
。

▼
エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
事
業
補
助
金

　
　

物
価
高
騰
な
ど
で
、
特
に
低

　

所
得
世
帯
の
生
活
負
担
が
増
加

　

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
エ

　

ア
コ
ン
１
台
の
購
入
及
び
設
置

　

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

　

す
る
（
対
象
要
件
あ
り
）。

▼
道
の
駅
起
点
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ  

　
作
成
事
業

　
　

移
転
し
た
「
道
の
駅
の
だ
」

　

を
起
点
と
し
た
、
ま
ち
歩
き​

　

マ
ッ
プ
を
作
成
。
村
内
へ
の
誘

　

客
を
図
る
。

○
条
例

▼
野
田
村
立
小
中
学
校
設
置
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

小
学
校
の
移
転
新
築
に
伴
う
、

　

小
学
校
の
位
置
の
変
更
。

広報広聴常任委員会

広報分科会 広聴分科会

総務教民常任委員会 産業常任委員会

委員長 丹野和子、副委員長 米田徳一郎、山田陽子
委員 小野寺光男、中川大和、中川昇、小野寺豊、前川安男

委員長 丹野和子、副委員長 米田徳一郎
委員 小野寺光男、小野寺豊

委員長 山田陽子、副委員長 中川大和
委員 中川昇、前川安男

委員長 小野寺光男、副委員長 小野寺豊
委員 米田徳一郎、丹野和子

委員長 中川昇、副委員長 前川安男
委員 山田陽子、中川大和

各常任委員会のメンバー
が代わりましたので紹介
します。
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村政を問う
議員４人が登壇

質問議員（質問順） 質　問　事　項
掲　載
ページ

米
まい

　田
た

　徳
とく

一
いち

郎
ろう

１　限界集落の現状と課題、対策について

２　一次産業の推進と食の安全安心の確保について

３　旧道の駅及び小学校校舎等の利用計画について

４　ナラ枯れ対策の現状と課題、対策について

９

山
やま

　田
だ

　陽
よう

　子
こ

１　令和７年度住民懇談会について

２　防災対策について

３　十府ヶ浦公園の環境整備について

４　村道城内二又線について

５　交流物産等複合施設について

６　中学校の部活動について

７

中
なか

　川
がわ

　 　 昇
のぼる

 

１　インターチェンジの整備について

２　クマ等「緊急銃猟」への対応について

３　窓口への軟骨伝導イヤホン設置について

４　ナラ枯れ対策について

８

丹
たん

　野
の

　和
かず

　子
こ １　カムチャツカ地震に伴う津波避難について

２　貸与タブレットの使用状況について

３　令和７年度住民懇談会について
６

● 一般質問は、村の行財政全般に関し、原則定例会で村の将来への ​
 方針や目標、地域や住民生活がよりいっそう豊かになるための課​
 題などを質問できます。
● 質問時間は、１人60分までで、１つに３回まで質問できます。
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問

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

地
震
に
よ
り
津
波
警

報
が
出
さ
れ
た
が
、
避
難
状

況
は
。

村
長

今
回
の
津
波
警
報
で

利
用
さ
れ
た
指
定
緊

急
避
難
場
所
は
久
慈
翔
北
高

校
野
田
校
舎
、
愛
宕
山
、
南

浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
３
か
所
で
、
最
も
避
難
者

が
多
か
っ
た
の
は
久
慈
翔
北

高
校
野
田
校
舎
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
へ
の
避

難
者
数
は
１
０
０
人
で
、
避

難
所
は
午
後
９
時
で
閉
鎖
と

な
っ
た
。

問

自
動
車
に
よ
る
避
難

者
数
は
。
ま
た
、
自

動
車
避
難
に
よ
る
問
題
は

あ
っ
た
か
。

村
長

避
難
指
示
発
令
後
の

避
難
者
数
は
１
９
０

人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
自
動
車
で
避
難
し
た
も
の

と
と
ら
え
て
い
る
。
今
回
、

自
動
車
避
難
に
あ
た
っ
て
の

問
題
点
は
出
て
い
な
い
。

問

避
難
先
、
避
難
所
で

の
暑
さ
対
策
と
し
て
、

冷
房
・
飲
料
水
の
準
備
、
食

料
の
提
供
は
で
き
た
か
。
ま

た
、
情
報
は
ど
う
発
信
し
た

か
。

村
長

避
難
場
所
、
指
定
避

難
所
へ
は
、
昼
と
夜

の
食
糧
及
び
飲
料
水
を
配
布

し
た
。
小
・
中
学
校
の
指
定

避
難
所
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の

あ
る
教
室
等
を
開
放
し
て
も

ら
い
対
応
し
た
。
情
報
伝
達

は
、
津
波
警
報
や
津
波
注
意

報
が
発
表
中
で
あ
る
こ
と
の

注
意
喚
起
や
津
波
到
達
予
想

時
刻
等
を
防
災
無
線
や
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル

等
で
周
知
し
た
。
今
後
も
情

報
発
信
に
努
め
る
が
、
ラ
ジ

オ
等
の
備
蓄
も
検
討
し
た
い
。

問

村
民
も
地
区
の
避
難

行
動
、
避
難
所
設
営
、

運
営
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
な
い
か
。

村
長

自
主
防
災
組
織
等
を

中
心
と
し
た
住
民
に

よ
る
自
助
・
共
助
は
必
要
と

認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き

自
主
防
災
組
織
や
町
内
会
と

連
携
し
、
防
災
意
識
の
向
上

に
努
め
た
い
。

貸
与
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
は

問

貸
与
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
用
者
状
況
を
調
査

し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
調
査

結
果
に
よ
り
講
習
会
を
開
く

な
ど
、
今
後
の
方
向
を
考
え

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
導
入
費
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
導
入
前
後
と

比
べ
、
費
用
の
差
は
あ
る
か
。

村
長

現
時
点
で
使
用
状
況

に
関
す
る
調
査
や
講

習
会
を
実
施
す
る
予
定
は
な

い
が
、
必
要
に
応
じ
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
費
用
は
、

契
約
手
続
き
の
過
程
で
導
入

前
の
金
額
よ
り
減
額
に
な
っ

て
い
る
。

令
和
７
年
度
住
民
懇
談
会

問

住
民
懇
談
会
を
６
月

か
ら
８
月
に
か
け
て

村
内
17
か
所
で
開
催
し
、

２
０
８
人
の
参
加
者
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
村
長
は
こ
の

懇
談
会
の
成
果
と
今
後
村
政

に
生
か
す
方
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
要
望
に

は
村
内
で
共
通
す
る
内
容
も

多
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
広
く

村
民
に
知
ら
せ
、
検
討
、
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
ど
う
考

え
る
か
。

村
長

今
回
、
住
民
懇
談
会

を
全
地
区
で
開
催
し

た
こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
様
々
な
意
見
や
要
望
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と

と
も
に
、
村
か
ら
の
行
政
情

報
も
提
供
で
き
た
良
い
機
会

で
あ
っ
た
。
い
た
だ
い
た
多

く
の
要
望
は
、
財
源
確
保
な

ど
も
含
め
庁
内
で
検
討
し
、

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
村
総
合
計
画
と
令
和
８

年
度
以
降
の
施
策
に
反
映
で

き
る
か
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
村
民
か
ら
の
要
望
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

カムチャツカ半島地震に伴う津波避難

　避難・避難所運営に住民参加を

村長　防災意識の向上に努める
丹 野　 和 子 議員
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   初住民懇談会、村長の見解は

村長　全地区開催で多くの要望あり

住民懇談会

山 田　 陽 子 議員

問

住
民
懇
談
会
の
村
長

の
見
解
は
。

村
長

今
回
、
全
地
区
で
開

催
し
た
こ
と
で
、
住

民
の
意
見
や
要
望
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
、
行
政
情
報

の
提
供
も
で
き
た
良
い
機
会

に
な
っ
た
。
多
く
の
要
望
は
、

村
総
合
計
画
や
令
和
８
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
も
の
な
ど

検
討
し
て
い
く
。

問

様
々
な
影
響
で
、
各

地
区
と
も
公
民
館
の

維
持
管
理
が
厳
し
い
状
況
だ

が
、
公
民
館
維
持
費
の
課
題

解
決
は
。

村
長

公
民
館
等
の
維
持
も

含
め
た
地
区
の
活
動

を
促
進
で
き
る
仕
組
み
作
り

を
検
討
し
て
い
く
。

防
災
対
策

　

支
え
る
仕
組
み
を

問

住
民
懇
談
会
の
中
で
、

災
害
時
の
避
難
施
設

等
に
関
し
、
村
職
員
数
に
限

界
が
あ
り
対
応
困
難
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
住
民

と
連
携
し
た
組
織
づ
く
り
の

考
え
は
。

村
長

引
き
続
き
、
自
主
防

災
組
織
や
町
内
会
と

連
携
し
、
防
災
訓
練
な
ど
を

通
じ
て
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。

問

防
災
士
の
資
格
取
得

へ
の
対
応
は
。

村
長

職
員
８
名
が
防
災
士

の
資
格
を
取
得
し
て

い
る
。

問

暑
い
時
期
の
課
題
は
。

村
長

飲
料
水
等
の
確
保
や

停
電
を
想
定
し
た
、

電
気
を
使
わ
ず
に
体
を
涼
し

く
保
つ
な
ど
の
熱
中
症
対
策

が
課
題
と
考
え
る
。

問

今
回
の
津
波
避
難
で
、

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
教
室
の
開
放
は
、
避
難

し
た
時
点
で
対
応
す
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
。

村
長

指
定
避
難
所
で
あ
る

中
学
校
は
武
道
場
を

避
難
場
所
と
し
て
い
る
。
今

回
は
久
慈
翔
北
高
校
野
田
校

舎
か
ら
避
難
者
移
動
の
必
要

が
生
じ
た
こ
と
で
、
教
室
を

開
放
し
て
も
ら
っ
た
。
暑
い

時
期
の
避
難
に
つ
い
て
、
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

村
外
利
用
者
へ
配
慮
を

問

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

休
憩
施
設
に
エ
ア
コ

ン
設
置
を
。
ま
た
、
村
外
利

用
者
も
多
く
、
天
候
等
の
情

報
対
応
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活

用
の
考
え
は
。

村
長

こ
の
情
報
提
供
は
、

運
営
し
て
い
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
へ
伝
え
る
。

再
質
問

「
委
託
契
約
書
」
第

６
条
に
「
施
設
の
修

繕
、
維
持
管
理
は
発
注
者
が

行
い
、
こ
れ
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
も
発
注
者
の
負
担
と

す
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
エ

ア
コ
ン
設
置
は
該
当
す
る
と

考
え
る
が
。

村
長

委
託
契
約
の
内
容
は
、

あ
く
ま
で
も
現
状
の

施
設
で
の
維
持
管
理
、
修
繕

等
で
あ
り
、
委
託
先
か
ら
ほ

か
に
要
望
が
あ
れ
ば
、
協
議

し
て
対
応
し
て
い
く
。

村
道
城
内
二
又
線

歩
道
の
な
い
道
路
の
安
全
策

問

「
あ
づ
び
」
の
施
設

の
角
か
ら
法
理
橋
付

近
ま
で
の
道
路
は
、
通
学
路

だ
が
歩
道
が
な
い
た
め
、
危

険
を
回
避
す
る
対
応
策
を
。

村
長

歩
行
者
用
の
路
側
帯

の
設
置
を
検
討
し
、

安
全
対
策
に
努
め
る
。

道
の
駅
の
状
況
は

問

道
の
駅
の
だ
「
ぱ
あ

ぷ
る
」
は
、
６
月
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
３
か
月
が
経

過
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果

は
。

村
長

前
年
同
期
と
比
較
し
、

レ
ジ
通
過
者
数
は

１
５
８
％
、
売
り
上
げ
は

１
８
０
％
で
、
順
調
な
施
設

運
営
が
で
き
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
は

問

中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
展
開
の
進
捗
状

況
は
。

教
育
長

国
が
示
す
地
域
展
開

を
実
現
す
る
に
は
課

題
も
多
く
、今
年
度
中
に「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
検

討
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

門前小路「あづび」付近
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問

ク
マ
な
ど
が
市
街
地

に
現
れ
た
際
の
猟
銃

使
用
を
可
能
と
す
る
改
正
鳥

獣
保
護
管
理
法
が
本
年
９
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
。
市
街
地

に
ク
マ
が
出
没
し
、
銃
猟
以

外
で
的
確
か
つ
迅
速
な
捕
獲

が
困
難
な
ど
と
市
町
村
が
判

断
し
た
場
合
、
猟
銃
使
用
が

可
能
と
な
る
。
安
全
の
確
保
、

銃
使
用
の
条
件
確
認
、
ハ
ン

タ
ー
の
確
保
な
ど
課
題
が
多

い
が
、
ど
う
体
制
を
整
備
し

対
応
す
る
の
か
。

村
長

本
年
９
月
か
ら
改
正

鳥
獣
保
護
管
理
法
の

施
行
に
よ
り
、
多
発
し
て
い

る
市
街
地
に
出
没
し
被
害
を

及
ぼ
す
個
体
に
対
応
で
き
る

選
択
肢
が
増
え
た
。
し
か
し
、

発
動
ま
で
に
多
く
の
手
順
が

必
要
で
、
実
際
、
捕
獲
で
き

る
に
は
限
定
的
と
な
る
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
る
。
人
の
日

常
生
活
圏
へ
侵
入
す
る
た
め
、

他
市
町
村
の
事
例
を
参
考
に

体
制
を
整
備
し
た
い
。

ナ
ラ
枯
れ
対
策
は

問

県
内
で
は
平
成
22
年

に
奥
州
市
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
、
懸
命
に

防
除
し
て
き
た
が
被
害
は
拡

大
し
て
い
る
。
特
に
沿
岸
部

で
被
害
が
急
速
で
洋
野
町
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
本
村
は
、

令
和
３
年
度
に
被
害
が
発
生

し
拡
大
し
て
い
る
。
ナ
ラ
枯

れ
の
防
除
対
策
に
伐ば

っ
と
う倒

く
ん

蒸じ
ょ
う

に
よ
る
駆
除
、
殺
菌
剤
の

樹じ
ゅ
か
ん幹

注
入
に
よ
る
予
防
対
策

等
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
被

害
を
受
け
や
す
い
高
齢
木
等

の
伐
採
に
よ
る
山
林
の
若
返

り
も
必
要
で
あ
る
。
本
村
の

被
害
状
況
と
今
後
ど
う
防
除

対
策
す
る
か
。

村
長

村
で
は
県
と
連
携
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ

か
、
通
報
等
に
よ
り
被
害
木

を
確
認
し
、
県
の
「
ナ
ラ
枯

れ
被
害
材
等
の
移
動
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、

春
と
秋
に
駆
除
し
て
き
た
。

い
っ
ぽ
う
で
、
健
全
そ
う
に

見
え
て
も
病
害
虫
が
侵
入
し

て
い
る
木
も
あ
り
、
本
県
沿

岸
部
を
含
む
広
範
囲
に
拡
大

し
て
お
り
、
被
害
の
全
容
把

握
で
き
て
い
な
い
現
状
で
あ

る
。
県
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
現
状

に
応
じ
た
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を

問

道
路
網
の
整
備
は
、

沿
岸
と
内
陸
を
結
ぶ

高
規
格
道
路
の
実
現
と
、
道

の
駅
と
三
陸
沿
岸
道
路
を
連

結
す
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
計
画
な
ど
、

県
内
に
お
い
て
要
望
が
活
発

化
し
て
い
る
。
特
に
も
三
陸

沿
岸
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

人
や
物
の
移
動
が
多
く
な
り

観
光
振
興
に
つ
な
が
る
誘
客

の
促
進
、
医
療
機
関
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
、
災
害
時
の
代

替
路
線
等
と
し
て
、
地
域
に

多
様
な
効
果
を
も
た
ら
す
。

「
玉
川
地
区
」
へ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
早
期
整
備
に
向

け
て
、
国
へ
要
望
活
動
を
一

段
と
強
化
す
べ
き
だ
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

村
長

国
土
交
通
大
臣
を
は

じ
め
、
県
選
出
国
会

議
員
、
東
北
地
方
整
備
局
長

な
ど
に
継
続
し
て
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
。
要
望
強
化

の
た
め
本
年
度
の
委
託
事
業

で
、
必
要
性
の
検
討
調
査
、

要
望
資
料
の
作
成
等
を
進
め

て
お
り
、
三
陸
国
道
事
務
所

と
調
整
し
な
が
ら
実
現
に
向

け
て
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

窓
口
へ

　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
設
置
を

問

住
民
が
窓
口
で
ス

ム
ー
ズ
に
事
務
手
続

き
で
き
る
こ
と
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て

極
め
て
大
切
で
あ
る
。
こ
の

機
器
は
、
耳
の
入
口
付
近
の

軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝

え
る
仕
組
み
で
、「
聞
こ
え

に
く
い
人
」
が
利
用
す
る
こ

と
で
、
は
っ
き
り
聞
き
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
利
点
で

あ
る
。
窓
口
の
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

村
長

窓
口
へ
の
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
の
設
置
は
、

加
齢
な
ど
に
よ
り
、
聞
こ
え

に
く
い
方
や
聞
こ
え
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
が
窓
口
で

説
明
を
楽
に
聞
く
こ
と
が
で

き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
ス
ト
レ
ス
な
く
相
談
す
る

こ
と
に
有
効
と
考
え
る
。
今

後
、
設
置
を
検
討
し
た
い
。

クマ等

　「緊急銃猟」への対応は

村長　他事例を参考に体制整備
中 川 　 昇 議員

インターチェンジ整備を！
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　「住みよい村づくり」を

村長　課題対応に取り組む

人口減少、 人口流出

米田 徳一郎 議員

問

少
子
高
齢
化
に
伴
う

人
口
減
少
、
都
市
部

へ
の
人
口
流
出
な
ど
で
地
方

が
衰
退
し
て
い
る
中
、「
住

み
よ
い
村
づ
く
り
」
の
取
り

組
み
と
し
て
、
限
界
集
落
に

な
り
つ
つ
あ
る
集
落
数
と
対

策
、
支
援
は
。

村
長

限
界
集
落
の
定
義
は

「
過
疎
化
な
ど
で
人

口
の
50
％
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
な
り
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
社
会
的
共
同
生
活
の
維
持

が
困
難
に
な
っ
た
集
落
」
と

さ
れ
て
い
る
。
当
村
で
は
、

令
和
７
年
８
月
末
時
点
で
人

口
の
50
％
が
65
歳
以
上
の
行

政
区
は
６
地
区
。
ま
た
、
集

落
支
援
に
つ
い
て
は
、
総
務

省
が
創
設
し
た
集
落
支
援
員

制
度
は
活
用
し
て
お
ら
ず
、

支
援
員
は
配
置
し
て
い
な
い
。

地
域
の
活
性
化
は
、
村
政
の

重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
付

け
て
お
り
、
地
域
住
民
と
対

話
を
重
ね
、
集
落
支
援
員
制

度
を
含
め
、
各
種
制
度
や
施

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
課

題
対
応
に
取
り
組
み
た
い
。

一
次
産
業
の
推
進
と

食
の
安
全
安
心
の
確
保
は

問

日
本
人
の
主
食
で
あ

る
米
の
価
格
が
高
騰

し
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
言

わ
れ
、
今
な
お
続
い
て
い
る

が
「
村
民
の
食
の
安
全
安
心

の
確
保
」
に
関
し
、
村
内
の

コ
メ
の
需
要
と
供
給
状
況
、

取
引
価
格
の
推
移
、
今
後
の

見
通
し
、
生
産
者
、
消
費
者

に
対
す
る
支
援
は
。

村
長

食
の
安
定
供
給
は
国

が
責
任
を
も
っ
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

村
と
し
て
も
、
国
・
県
等
と

連
携
し
な
が
ら
安
定
供
給
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

取
引
価
格
は
、
農
林
水
産
省

に
よ
る
と
令
和
６
年
産
米
の

相
対
取
引
価
格
は
60
㎏
あ
た

り
２
万
６
９
１
８
円
で
、
当

面
は
こ
の
水
準
で
推
移
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
生
産
者

に
対
す
る
支
援
は
、
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
、
既
存
制

度
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
消
費
者
支
援
も
、
国
・

県
の
価
格
高
騰
へ
の
支
援
策

を
情
報
収
集
し
、
財
源
の
確

保
も
含
め
、
適
切
に
対
応
し

た
い
。

問

飼
料
用
米
等
と
の
価

格
差
の
補
て
ん
や
飯

米
作
付
け
の
見
直
し
、
休
耕

田
の
再
利
用
に
対
す
る
支
援

は
。

村
長

令
和
７
年
度
主
食
用

米
の
生
産
者
概
算
金

は
30
㎏
あ
た
り
１
万
２
９
０ 

０
円
、
飼
料
用
米
は
令
和
６

年
産
30
㎏
あ
た
り
９
０
０
円

程
度
と
聞
い
て
い
る
。
単
価

に
大
き
な
差
が
あ
る
も
の
の
、

国
で
は
収
量
に
応
じ
て
上
乗

せ
を
す
る
な
ど
、
飼
料
用
米

作
付
け
に
対
し
て
も
経
営
安

定
策
を
講
じ
て
お
り
、
単
価

格
差
に
対
し
一
定
の
支
援
が

含
ま
れ
て
い
る
と
と
ら
え
て

い
る
。
生
産
者
の
実
情
・
意

向
等
を
ふ
ま
え
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
必
要
に
応
じ
対

応
し
た
い
。
ま
た
、
休
耕
田

の
再
利
用
は
、
ほ
場
の
状
況

や
利
用
方
法
に
合
わ
せ
、
国

や
県
の
補
助
事
業
の
活
用
な

ど
、
案
件
ご
と
に
適
切
に
対

応
し
た
い
。

問

経
営
基
盤
の
育
成
と

集
積
拡
大
、
農
業
機

械
購
入
に
対
す
る
支
援
、
担

い
手
確
保
と
新
規
就
農
者
支

援
は
。

村
長

本
村
で
も
、
生
産
者

の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
生
じ
て
お
り
、
担
い

手
の
育
成
や
新
規
就
農
し
や

す
い
環
境
整
備
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

担
い
手
確
保
の
た
め
新
規
就

農
者
の
活
動
や
資
機
材
導
入

へ
の
支
援
の
た
め
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
図
る
機
構

集
積
協
力
金
の
活
用
や
、
農

作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
を

図
る
た
め
地
域
計
画
を
作
成

す
る
な
ど
営
農
を
支
援
し
て

き
た
。
こ
の
ほ
か
、
国
の
新

規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事

業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
た
担
い
手
確
保

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
新
た

な
就
農
者
も
現
れ
、
徐
々
に

取
り
組
み
の
成
果
が
出
て
い

る
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
し
農
業
振
興
に
取
り

組
み
た
い
。

【
そ
の
他
質
問
事
項
】

〇
三
陸
鉄
道
陸
中
野
田
駅
の
駅

　

機
能

〇
「
旧
道
の
駅
の
だ
」
及
び
「
さ

　

わ
や
か
ト
イ
レ
」「
産
直
施

　

設
」
な
ど
の
利
用
計
画

〇
旧
野
田
小
学
校
校
舎
、
土
地

　

の
利
用
計
画

〇
ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
現
状
と
課

　

題
、
対
策

集落支援員制度の活用で集落支援を
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番　号 議案名・議案内容 議決結果

議案第１号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第２号）
可決

（賛成全員）議案第２号 野田村立小中学校設置条例の一部を改正する条例

番　号 議案名・議案内容 議決結果

報告第１号 株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について

－報告第２号 株式会社涼海の丘の経営状況に関する書類の提出について

報告第３号 令和６年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の
報告について

承認第１号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関し承
認を求めることについて

承認
（賛成全員）

認定第１号
　～第４号 令和６年度野田村一般会計・各特別会計歳入歳出決算認定について

認定
（賛成全員）認定第５号

　～第６号 令和６年度野田村公営企業会計決算認定について

議案第１号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第４号）
可決

（賛成全員）議案第２号 令和７年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第３号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて 同意
（賛成全員）

発議案
第１号

ゆたかな学びの実現、教職員定数改善と教育予算の拡充に係る意見
書の提出について 可決

（賛成全員）発議案
第２号

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書の提出に
ついて

※議長は採決に加わらない

議 案 一 覧

 議会傍聴できます！

次の定例会は 12月です！

村議会定例会は、３月（予算）・６月・９月（決算）・12 月に開かれます。
村の将来やあり方についての議論を直接聞くことができます。

傍聴は、受付簿に氏名・年齢などを記入するだけです。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

第９回定例会　９月10～19日

第９回臨時会　７月15日



議会だより　のだ　№ 173 －⑪

おもな議会の動き
●７月●

　７日　野田村体育協会評議員会
　８～９日　岩手県町村議会議長会政務調査会研修会（雫石町）
10日　久慈地区市町村議会連絡協議会総会（久慈市）
11日　三陸地区国道協議会並びに三陸沿岸道路整備促進期成同盟会合同総会（宮古市）
15日　第９回野田村議会臨時会
15日　村政調査会
22日　国道281号整備促進期成同盟会総会・要望会（盛岡市）
24日　北部地区町村議会議長会議員研修会・情報交換会（軽米町）
25日　野田小学校 旧校舎「校舎への感謝の会」

●８月●
　５日　野田小学校 新校舎竣工式・祝賀会
　６日　県政要望活動（盛岡市）
　６日　町村議会夏季議員研修会（盛岡市）
15日　野田村戦没者慰霊祭
15日　村政調査会
18日　漁港検診（下安家漁港）
21～22日　三県合同研修会・国会議員懇談会（東京都）
22～24日　野田まつり
25日　市町村要望（久慈市）
28日　知事を囲む懇談会（盛岡市）
29日　八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会要望活動（宮古市、盛岡市）
29日　野田小学校 新校舎開校式

●９月●
　５日　議会運営委員会・議員全員協議会
　10～19日　第９回野田村議会定例会
17日　野田村敬老会
26日　シルバースポーツ大会
30日～10月３日　北部地区町村議会議長会行政視察研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪府、兵庫県）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

7/24 北部地区町村議会議長会議員研修会

8/6 県政要望活動

8/29 野田小学校 新校舎開校式

9/26 シルバースポーツ大会

8/18 漁港検診（下安家漁港）
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　快晴の９月 27 日、稲刈り真っ最中の
明内伸一さん（54）を訪ね、お話を伺
いました。Ｊ A 勤務時代も、農業の手
伝いをしていましたが、父親の高齢もあ
り、退職して本格的に取り組むように
なって 7 年目になります。
　現在は稲作を中心に、花

か
き（リンドウ、

スプレー菊、小菊、ストック）、キュウリ、
寒じめほうれんそうなどを栽培していま
す。作ったお米「いわてっこ」、「ひとめ
ぼれ」は、道の駅のだ「ぱあぷる」にも
出荷しているとのことでした。 農業を続けられるような、さまざまな支援。

農業に興味を持つ若者が増えること。

農業　明内伸一さん（下明内）

●発行　野田村議会
●編集　野田村議会広報広聴常任委員会広報分科会
　　　　〒028-8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20-14
　　　　TEL.0194-78-2934   FAX.0194-78-3995

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷

今後の希望

行政への要望

発
行
責
任
者

発
行
責
任
者

　

議　

長　

米　

田　

忠　

一

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
分
科
会

広
報
分
科
会

　

委
員
長　

丹　

野　

和　

子

　

副
委
員
長　

米　

田　

徳
一
郎

　

委　

員　

小
野
寺　

光　

男

　

委　

員　

小
野
寺　
　

豊

あ
と
が
き

問題
①　２人
②　４人
③　８人

広報分科会は何人で
しょう。

【前号の答え】 ②７
【当選者】 野﨑真美子さん、澤口恵達さん、島川大毅さん

  正解者から抽選で３名に「野田村共通商品券」をプレゼント！

◀こちらからも応募できます！
村ホームページ「議会だより のだ」につながります。
スマートフォン等のカメラ機能で読み取ってください。

【応募方法】 村ホームページ「議会だより のだ」応
募フォームやはがきに答え、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は１人
１通までとし、匿名での応募は受け付けません。議会
だよりに対するご意見もお待ちしています。
【応募先】 〒028‐8201 九戸郡野田村大字野田20－
14、野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで。
【締め切り】 １月８日消印有効
【当選発表】 次号発表

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

がんばる 地産地消

　

こ
の
た
び
委
員
会
の
構
成

が
代
わ
り
、
後
記
の
４
名
が

議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
農
業
、
漁
業
な

ど
村
内
の
産
業
を
担
う
方
々

も
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
日
の
住
民
懇
談

会
の
中
で
、
議
会
だ
よ
り
へ

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
興

味
を
も
っ
て
読
ん
で
下
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

丹 

野 

和 

子


